
米騒動 SCENE 2 プレゼンテーション 2018/5/12

1

Echoes from the Rice Riot.
（米騒動からのエコー）

The Shouts（叫び）

・ ドキュメンタリー映画「三池 終わらない炭鉱
の物語－Echoes from the Miike Mine」には、
熊谷博子監督自ら、地下273ｍから吹き上げる
万田坑の風の音に、100年前の坑夫たちの声を
聴くというシーンがある。

・ その姿に倣って、富山湾岸の堆積岩を掘り
返し、米騒動の叫び声を聴く。その「叫び」は、
100年の通奏低音。列島の地下深くをこだまし、
今日まで低く小さく響いている。

富山湾岸
東水橋の浜辺より滑川・魚津を臨む

1918年米騒動

波打ち際、

米が買えずにまさに瀬戸際。

それでも立ち上がり、

米の値を吊り上げる資本主義の横暴に抗い、

魂の叫び声を上げた女達がいた。

米俵を背負う 女（陸仲仕）達である

女陸仲仕は１俵（６０キロ）の米俵を担ぐ 写真は昭和初期の魚津

７月初旬、東水橋の女仲仕たちが、移出米商高松へ、積出し停止を求めて日
参したのが始まり。これは、7月中旬の魚津浜での騒ぎよりも早い。
東水橋、魚津、東岩瀬、滑川、泊、生地、西水橋、宮崎、石田・・・多くは富山湾岸東側に位
置する小さな港町で、ことは、起こった。

ここでは、最大規模となり廉売を勝ち取った、東水橋から滑川に至る騒動を例
に見ていく。

（写真は昭和初期の魚津）
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水橋白岩川河口 艀（はしけ）場跡

左がリーダー「伊よんさのお婆わ」（水上ﾉﾌﾞ）

「伊よんさのお婆わ」が昔住んでいた路地

「水橋町の米騒動」（井本三夫）より

「劇画民衆史米騒動」（作画大谷薫）より

このまま黙って働いていても、
担いだ米がよそへ出され、

米価が上がり、買えなくなるだけ
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ならば・・・

声を掛け合い、みんなで直談判に行くしかない

水橋商議所公認「ゆるきゃら」

・ 何度も高松米商まで隊をなして歩き、米をよそへ出
さず、自分たちに廉売するよう「強願」
・ 米を運ぶ仕事を放棄し、水橋港からは出させず
・ 隣の滑川港から運び出すことも荷車に繋がり妨害
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ら
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、
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。
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。
」
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。
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橋上で米を積んだ大八車の梶棒にすがり、
男たちの足にすがり付いて、行く手を阻んだ

大八車のイメージ（写真は昭和初期）
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その結果ノブらが滑川警察署に引致される 女たちの叫び声は滑川にもエコーする
（昭和初期の橋場・旧滑川漁港前 ）

当時の滑川漁港
手前に艀（はしけ）、遠くに蒸気船

写真は大正頃の滑川
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繁華街瀬羽町の裏手にあった
女（陸仲仕）たちの住まい

滑川の女（陸仲仕）たちも、
立ち上がり、仲間と共に直談判に動く

「
叫
び
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に
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・・・
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。
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行った先は 米倉をいくつも持っている
移出米商であり

滑川きっての名望家 斎藤仁左衛門宅
「米相場を決めているのは新興の金川商店」

とかわされ…金川へ向かう

滑川最大の移出米商 金川商店 跡 金川商店向かい側 旧金川米倉
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旧金川商店前 町民2000人が集まり
連夜暴動寸前の大騒ぎに

「晒屋川」は現在は暗渠になっている。当時から両岸
が道になっており、集まりやすい場所だった。

「劇画民衆史米騒動」（作画大谷薫）より

• 米俵にしがみつき、艀の下に体を横たえ、米
の移出を実力阻止

• 金川商店に押しかけ大騒ぎする
• 滑川署に押しかけ引致者の釈放を叫ぶ
• 役場に押しかけ救済措置を強く要求
• ・・ついに、廉売・釈放を勝ち取る

滑川では
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女たちの「叫び声」が新聞媒体を通じて
列島各地へエコーしていった。

女たちの「叫び声」は
列島各地へエコーしていったが

いったい何が

都市下層民や近代化する鉱工業労働者の

魂を揺さぶったのか？

「
魂
を
揺
さ
ぶ
っ
た
」の
は
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が
徒
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組
ん
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。
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•
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・
・
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•

事
実→

俺
た
ち
も
や
れ
る
！

「日本史の大疑問８」（ポプラ社1998年刊）

騒動の「叫び声」は
列島各地へエコーしていった

名古屋の米騒動
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名古屋・京都・大阪・神戸・岡山・広島・・・
「叫び」が列島各地へ

縦横無尽に拡がり、こだまする

大阪 鎮圧にかかる「在郷軍人」たち 神戸・鈴木商店（当時GNPの10％）

「劇画民衆史米騒動」（作画大谷薫）より
「劇画民衆史米騒動」（作画大谷薫）より
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シベリア出兵を控える軍隊が銃口を向けた

東京では都市型の暴動が起こる
さらに東北・北海道へも騒動は北上した
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東京・日比谷公園
（大都市では集会後に「騒動」に発展）

岡山でも米商襲撃・焼き打ちがあった

宇部を経て、最後は、九州は筑豊・三池の
炭鉱（ヤマ）までエコーする

当時の坑夫たちの過酷な労働。賃金は券で支払われ、売店で高いコメを買わされていた。

米の値下げと賃上げを直談判しようとする
坑夫達に向けて、皇軍が突き刺し、撃った。

「労働争議」に軍隊が介入し、自国民を殺傷

「日本史の大疑問8（ポプラ社）」1998刊
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結局1918年米騒動は列島全土に波及し

約50日間でほぼ鎮圧され
その後、２度と起こらなかった

なぜ、今、それを問題にするのか？

魂を揺さぶる女たちの叫び声の中に、その答えはある。

時を超えてこだまし続ける「叫び声」の中に、
まさに今後１００年の列島社会を作る鍵がある。

直接的で水平的で自由な政治表現の「スタイル」

「全ての生の無条件の肯定」という「価値観」

今日、社会運動にとって

ますます重要になってくるものは

しかし・・・
代議制は民衆の欲求を汲み上げ、実現させているだろうか。

障害者、労働力を売り終えた高齢者、売る手前の学生たち、
日雇い労働者たちが追い詰められ、その生を否定されていく。 米騒動からのエコーを聴いて

その志を受け継ぐのは

生を否定されかねない彼らと
共に闘う 私・たちだ！


